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環境経営レポート 

          

 ２０23 年度（第 43 期） 
        （2022 年 8 月 1 ⽇〜2023 年 7 月 31 ⽇） 
                作成⽇  2023 年 11 月 7 ⽇ 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
 
 
 
 
 

重要文化的景観に選定された「姨捨棚田」の保全活動として米作りに参加させて頂きました。 
 

株式会社 ミスズ 

住所     〒389-0804 ⻑野県千曲市⼤字⼾倉 2669      
発⾏責任者  専務取締役 宮川 卓也 

            連絡先    TEL 026-276-4999 FAX 026-275-0116  
e-mail     t.miyagawa@misuzu-pro.jp 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ   http://www.misuzu-pro.jp/ 
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 持続可能な社会を目指しています（環境保全活動） 
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１．組織の概要と事業の規模 
 

事業所名 株式会社 ミスズ 
代表者名 代表取締役社⻑ 宮川 隆造 
事業所の所在地 ・本社工場 〒389-0804 ⻑野県千曲市⼤字⼾倉 2669 

       TEL 026-276-4999 FAX 026-275-0116 
・第二工場 〒389-0805 ⻑野県千曲市上徳間 794-1 
       TEL 026-214-7997 FAX 026-214-7998 

敷地面積 約 800 平米 
事業内容 精密⾦型部品をはじめとした各種部品の設計・製造 
設⽴、資本⾦ 1980 年（昭和 55 年）10 月 設⽴ 

資本⾦ 1,000 万円 
エコアクション 21 
・対象 
・管理責任者 
・連絡先 

 
・適用範囲  全組織・全活動 
・管理責任者 宮川 卓也（専務取締役） 
・連絡先   TEL 026-276-4999 FAX 026-275-0116 
       e-mail  t.miyagawa@misuzu-pro.jp 
 

 
 

 

２. マテリアルバランス 
 

 

※重油、化学物質は使用していない。製品、再生利用は集計していない。一般特管、産廃特管はない。 

mailto:t.miyagawa@misuzu-pro.jp
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３．環境経営方針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境経営方針 

 経営理念 
  株式会社ミスズは、精密⾦型及び微細パーツの製作を通して、 

「地域に迷惑をかけない（環境保全）」と「品質・生産性（付加価
値） 

向上」を基本に、利害関係者に「安⼼」と「信頼」を提供すると 
共に持続可能な社会づくりに取組みます。 

 
 環境方針 
  「よい会社」をつくるために、「一人ひとり稼ぐ組織」を目指し、 

 継続的改善を全員で進めます。 
  １）環境関連法令の遵守、適正管理に取組ます。 
  ２）二酸化炭素削減（特に電⼒削減、⾞燃料）に取組ます。 
  ３）産業廃棄物削減に取組ます。 
  ４）節⽔に努め、総排⽔量削減に取組ます。 
  ５）生産性向上に取組ます。 
  ６）どなたでも環境経営方針を入手できます。 
 
                  

2018 年 7 月 10 ⽇  制定 
 

株式会社 ミスズ 
代表取締役社⻑ 宮川 隆造        

 
 

 

環境基本方針 

  株式会社ミスズは、創業当時より自然豊かな信州の地に根ざし、地球環境の恩恵を受けて、事業の

継続・発展をして参りました。私たちはこの地球上で「ものづくり」に携わる者として、全社員一同に

「きもちを満たす」豊かな地球環境を目指し、持続可能な社会づくりに取り組んで参ります。 

「きもちを満たす」 

優しさで満たす 「ひとり」から「会社」、そして地域社会へ… 

安⼼感で満たす 「社員一人ひとりの生活環境の改善から、周囲の改善を目指す」 

 

【環境方針】 

１． ものづくりを通して、人に、地域に、環境に寄り添い、優しさで満たす⾏動を最優先する 

（不快な思いをさせない、迷惑をかけない） 

２． 限りある資源と限りある人の時間をたいせつにするため 「高付加価値な生産」を徹底し、 

よりよい生活環境を目指す。そして、社員・顧客・地域に安⼼と安定を提供する 

3． 当社が取り組む環境活動 

    １）環境関連法令の遵守し、適正管理の徹底に取り組む 

    ２）工場、事務所の省電⼒化、および製品運搬等の使用燃料の削減に取り組む 

    ３）生産活動にともなう、産業廃棄物の削減と資源の再活用に取り組む 

    ４）節⽔に努め、総排⽔量の削減に取り組む 

    ５）生産性の向上、グリーン調達の推進と製造工程での環境への配慮に取り組む 

４． 本方針に基づき、環境目標を定め、全社員が一丸となり活動し周囲に働きかける。 

また、本活動を⽰した環境活動レポートを作成し社外に公開する 

 
当社と SDGs との係り 

株式会社ミスズは携帯端末機器や自動⾞向け電⼦部品を製造するための、⾦型製造に携わっております。 

その中でも最先端の微細部品の製造においては常に⾰新的技術の追求が不可⽋であり、当社の技術者がそれを担

っております。また、若手技術者が活躍できる職場を目指し、ものづくりを通して働きがいを追求します。 

SDGｓ「8: 働きがいも経済成⻑も」「9: 産業と技術⾰新の基盤をつくろう」「10: 人や国の不平等をなくそう」 

   
 

2018 年 7 月 3１⽇  制定 

株式会社ミスズ 代表取締役社⻑ 宮川 隆造        
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４．建物施設配置図 
 

 本社工場配置図 

 
 第二工場配置図 
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５．環境経営目標達成の実施体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

エコアクション21（EA21）環境活動の実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EA21 組織の役割と権限 
代表者 環境マネジメントシステムの最高責任者 

・環境経営方針の策定 
・EA21 運用に必要な経営資源（人、資金、機器設備）の提供 
・環境経営レポートの承認 
・EA21 全体の有効性の評価、見直し、改善の指示 
 

環境管理
責任者 

環境経営マネジメントシステムの構築、運用、見直し 
・EA21 の手順の確立、環境経営レポートの策定、 
・環境への負荷と取組状況の把握と評価 
・環境経営目標、環境経営計画の取りまとめ、代表者へ実施状況の報告 
・緊急事態の想定と訓練、環境関連法規の特定と遵守、教育の計画と実施 
 

工場 
責任者 

環境方針の周知 
・環境経営目標を達成するための環境経営計画の策定と評価（ＰＤＣＡ） 
・職場のチームワークによる環境負荷の低減、生産性向上の改善活動の指揮 

全従業員 環境経営方針の理解と地域に迷惑をかけない（環境保全）自律的行動 
・よい会社をつくるために、環境負荷低減と生産性向上に積極的に参加する 
 

 

代表者 
 宮川隆造 

管理責任者 
専務 

宮川卓也 
 

本社工場 
正 兼 書記：須野原 

副：若林 
 

第二工場 
正：須野原 
副：若林 

 

総務部門 
総務・経理 
宮川隆造 
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 目標管理（ＰＤＣＡ） 
 
 
 
 
 

課題（リスク）とチャンス（機会） 
に基づく方針、目標の作成 

６．環境経営目標の設定、実績と評価 当年予測値と中⻑期目標 
 評価 〇100%達成、△95%達成、 ✕95%以下   ※環境経営レポート作成は、前年実績による 

 
(注)「8.環境経営目標の取組計画」には、環境経営目標項目の他に本来業務改善項目が含まれています 
(注)光熱費には電力量、灯油、ガス、ガソリン、軽油、A 重油、水、一般廃棄物、産業廃棄物が含まれます 

 
 
「よい会社」を目指した目標管理（PDCA）の進め方❶～❹  
                     EA21 要求事項           総合評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

基準年実績 前年実績 当年目標 当年予測 目標対比
項目 単位 2017年度 2022年度 2023年度 2023年度 予測評価 2024年度 2025年度 2026年度

CO2排出量 kg-Co2 125,133 77,170 78,000 69,498 〇 74,100 71,760 70,200
CO2/売上高 kg-Co2 1,128 807 1,000 705 〇 950 920 900

光熱費 円 6,025,531 4,880,005 5,000,000 5,128,663 △ 4,900,000 4,800,000 4,750,000
電力量 kWh 256,477 143,942 140,000 126,386 〇 133,000 126,000 121,800

ガソリン ℓ 2,917 3,903 3,000 4,257 × 3,000 3,000 3,000
軽油 ℓ 951 663 600 697 × 600 600 600
灯油 ℓ 1,946 1,637 1,600 1,242 〇 1,520 1,488 1,456
ガス ㎥ 6 0 4 3 〇 4 4 4

総排水量 ㎥ 411 418 400 402 △ 396 392 388
一般廃棄物 kg 0 163 150 214 × 150 150 150
産業廃棄物 kg 0 55 50 28 〇 50 50 50
  ※「一般廃棄物」「産業廃棄物」は、再資源化量を含む
  ※中部電力 2022年度二酸化炭素調整後排出係数 0.433 kg-CO2/kWhを使用

環境経営（環境評価） 中⻑期目標

関連法規 
・環境関連法規 

経営者の想いによる経営計画 
・経営理念、ビジョンの表明 
 

＜現状把握＞ 
・環境負荷の自己チェック 
・環境取組の自己チェック  
・不良、歩留り分析 
・生産性ムダ分析 

課題（リスク）とチャンス（機会） 
・内部から見た課題とチャンス 
・外部から見た課題とチャンス 
 
＜戦略的方向付け方針作成＞ 
環境経営方針、品質方針 

組織の総合目標の作成 
総合評価 
・生産性 付加価値/人 
・環境  CO2 削減、光熱費  

個別目標作成 
・環境負荷削減目標 
・不良・歩留り目標 
・生産性・ムダ取り目標 

月次で計画を達成したか 
月次でパフォーマンス評価表 
 

代表者による全体評価と見直 
４半期・年度でパフォーマンス評価  

・戦略的方向性が期待通りか 
・総合評価 
 生産性 付加価値/人 
 環境  CO2、光熱費 
 
＜一人ひとり稼ぐ組織を目指す＞ 
  継続的改善 
・総合評価は期待通りか？ 
・方針からずれていないか？ 
・実施体制は有効だったか？ 
・チームで PDCA 回せたか？ 
・リスクから緊急事態の検討？ 
・法規制を遵守したか？ 
 

Ｄ 
Ｃ 

Ａ 
４
] 

実行計画の作成 
・チームで改善 
・対話重視（WS） 

 

P 

1

２
] 

３
] 
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７．環境経営目標・計画の評価と次年度環境経営への取組計画 
 

 

担当者 活動方針 評価 コメント 新担当者 次年度活動方針

総CO2排出量
原単位(売上高)

宮川(卓 電力の省エネを重視する 〇
エアー・照明・空調を重
視

若林 蛍光灯のLED化を検討中

中村 こまめな消灯の継続 〇 継続的に実行 中村 こまめな消灯の継続

中村
フィルター・その他のメンテ
ナンスの徹底

〇 継続的に実行 中村
フィルター・その他メンテナ
ンスの徹底

中村 現状の無駄の探求 × 活動なし 中村 現状の無駄の探求

加工遅れの削減 △ あまり効果なし 宮川（卓 加工遅れの削減

工場間移動の削減 × 機敏な対応の為に増加 宮川（卓 工場間移動の削減

灯油削減 宮川(隆 暖房の低温度設定 △ 変化なし 宮川（隆 暖房の低温度設定

一般廃棄物削減 鍜治 消耗品の無駄遣い削減 △ 差が分からなかった 須野原 リサイクル項目の算出

産業廃棄物削減 鍜治 分解して混廃の削減 〇 しっかりと対応した 須野原 分解して混廃の削減

化学物質 宮川(卓 使用量の適正管理 〇
一部にデータシートの添
付

宮川（卓 使用量の適正管理

水使用量 田野口 水道使用量の削減 × 活動なし 宮川（顕 水道使用量の削減

端材・屑の有効活
用

宮川(卓 端材の見直しとリサイクル 〇 再利用の幅が広がった 宮川（卓 端材の見直しとリサイクル

グリーン購入 宮川(卓 文具などの購入 △ 変化なし 宮川（卓 継続的に購入

環境関連法令の
遵守

宮川(卓 法令の確認と遵守 △ 継続的に実行 宮川（卓 法令の確認と遵守

環境負荷の探求 荻原
自社を起因とする環境負
荷の探求

× 活動なし 丸山
自社を起因とする環境負
荷の探求

環境教育 丸山 環境問題の知識の向上 〇 ミスズ新聞の質が向上 丸山 環境問題の知識の向上

緊急事態の想定と
対策

宮川(卓 連絡網の管理と防災対策 〇 連絡網を少し改善 宮川（卓 連絡網の管理と防災対策

生産量/人 宮川(顕 無駄の無い工程管理 〇 継続的に実行 宮川（顕 無駄の無い工程管理

残業時間削減 桑原 加工速度の高速化 〇 ノー残業デーの実施 児玉 加工速度の高速化

クレームゼロ 児玉 不良品流出ゼロへ × 活動なし 桑原 不良品流出ゼロへ

社内不良削減 児玉 対策書提出の徹底 △ 声掛けを行った 桑原 対策書提出の徹底

治工具の維持・管
理

若林 防錆管理の徹底 △ 声掛けを行った 宮川（顕 防錆管理の徹底

屋内環境の整備 下鳥 整理整頓・鉢植管理 〇 継続的に実行 下鳥 整理整頓・鉢植管理

屋外環境の管理 下鳥 景観の向上 〇 周辺地域のごみ拾い 下鳥 景観の向上

衛生管理 福島 感染症対策と安全管理 〇
定期的に有効個所の消
毒

丸山 感染症対策と安全管理

地域貢献 宮川(卓
商工会の活動でゼロカー
ボン運動に参加

〇 しっかりと参加した 宮川（卓 地域事業への参加

※従来業務と統合している為、「7.環境経営目標」以外の改善項目も含まれます。

廃

棄

物

削

減

そ
の
他
環
境
負
荷
削
減

環

境

負

荷

削

減

支

援

業

務

生
産
性
向
上

環
境
活
動

分
類

環境目標工項目
本年度(23年度)の取組と評価 次年度(24年度)の取組計画

電力削減
二
酸
化
炭
素
削
減

ガソリン・軽油削
減

宮川(卓
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８．主な環境関連法規の遵守状況の評価、並びに違反、訴訟の有無 
              遵守の評価 2023 年 10 月 11 日  承認者：宮川 隆造        

環境関連法規 遵守事項 評価 責任者 
廃棄物処理法 ・適正処理の徹底 

・契約書、マニュフェスト、帳簿の記載、報告 
・⽔銀に関する廃棄物の適正管理 

〇 宮川(卓 

フロン排出抑制法 ・フロン使用機器の点検、漏洩防⽌、点検記録の保持 〇 宮川(卓 
労働安全衛生法 ・有資格者、危険物、健康診断 〇 宮川(卓 
消防法 ・少量危険物の貯蔵届出 〇 宮川(卓 
省エネ法 ・省エネの努⼒義務 〇 宮川(卓 

 ※管理責任者による遵守状況の評価の結果、環境法規制等の逸脱はありません。地域及び 
  当年の関係当局からの訴訟及び苦情及び過去３年間に渡って訴訟及び苦情はありません。 
   

９．環境上の緊急事態の想定及び訓練記録  
緊急事態の想定 手順 訓練 訓練実施⽇ 事故（いつ、状況、

対応策の検証 
緊急連絡網訓練 連絡先と手

順の確認 
年 2 回用紙の更新、 
8 月・1 月の全体会議時 1/30 

8/31 

事故無し 

避難経路確認、
消火訓練 

避難経路の
確認 
消火訓練 

秋の防火週間中に訓練 
11/9〜15 
消火訓練は期限切れ消火器の有無による 未実施 

灯油漏洩訓練 漏洩時の手
順確認 

不定期訓練 
 未実施 

 
 

10．社内コミュニケーション 
会議体 内容 いつ 責任者 
責任者会議 
要︓議事録 

経営計画を達成する生産性、環境関連目標の設定 
月次でパフォーマンス評価 
生産性、環境負荷削の評価と対応 
 

毎月第１週 管理責任者 

職場会議 各工程間での優良点・改善点の確認 必要時に即 各工程主任 

全体会議 
要︓議事録 

経営理念、方針、目標、計画の周知 毎月末 1 回 代表者 

朝礼 ⽇常的情報交換、教育の機会 
 

各工程により随時 各工程主任 

代表者による⾒直
し 
 

EA21 に基づく環境経営全体の有効性の評価 
方針、目標、計画及び実施体制について評価 
必要な方策の指⽰をする。 

第 1 回 9 月 
責任者会議にて 

代表者 

EA21 活動報告会 EA21 中間報告発表会 
EA21 年度末報告発表会 
EA21 の活動を担当者ごとに発表する会。全社員が参加
し、発表・意⾒・質問をする場となっている。 

中間期(1 月) 
年度末期(7 月) 

管理責任者 
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11.環境に関する外部からの苦情の受付・処置、問題点の是正処置、予防処置 
問題点 是正処置及び予防処置 確認 責任者 

外部からの苦情なし 
 

  宮川(卓 

是正処置なし 
 

  
 

宮川(卓 

 
 

   

 
 

12．代表者による全体の評価と⾒直し、指⽰ 
                            2023 年 10 月 11 ⽇ 責任者︓宮川隆造 

会議体 内容 
総合評価 
・業績 
・環境保全 
 など 
 

・担当によってはとても濃い活動となった。 
・各自が節電や節⽔などにも意識を向け⾏動する事が当たり前となり、着実に成果として表

れている。 
 

 
方針に基づき活動
ができたか 
 

・様々な節約に取り組み出した事で、各個人から各家庭への意識の広がりも生まれました。 

目標、計画の達成
度は期待通りか 
 

・項目毎の各担当者の活動に斑が多かった。 
・節約での数値の変化より、生産量などの上下による数値の変化が⼤きく影響する為、数値

上では変化が分からないが、⾏動や意識は着実に変化している。 
 

実施状況 
改善活動の状況 
 

・常に EA21 に関する何かの⾏動が起き続けている事で、社員間での EA21 に対する会話が
多くなった。常に新しい動きが各担当者から出されるようになった。 

 
次年度への 

取組 
 
 

・節電など、現状で確実に⾏動が出来ていることを、定着させる。 
・⾏動が難しい加工に関する項目の取り組みの実現。 
・環境保全と職場環境の改善として、植栽を⾏う。 
・リサイクル量の計測の実施。 

  指示事項 
改善事項 何時まで 責任者 確認 

・⾏動が起こせていない項目へのサポート 
 

2024 年 
1 月末 須野原 宮川(隆 

・各担当者の要望の選定と実現。必要な集会の設定や用紙の作成、
購入品など。 
 
 

2023 年 
7 月末 宮川(卓 宮川(隆 
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13．事業案内 

 １）ごあいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）製品案内 
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３）設備一覧 
  

 
 

設備・機械名 メーカー名・型式 台数 能力・仕様

WAIDA　SPG-Wi 鏡面研削加工・加工精度±1μ

(当社オリジナルオプション搭載機) 機上高精度CCD計測システム

LED投光器仕様

WASINO GLS-821 1台 鏡面精度加工・加工精度1μ

WASINO GLS-680H 1台 鏡面精度加工・加工精度1μ

昇降台ストローク100ｍｍ

小径砥石(30～85φ)

WASINO GLS-130AS 2台 昇降台ストローク120ｍｍ

AMADA　MACHINE TOOLS 上下前後軸高精度リニアスケール

MEISTER V3(フルオプション搭載機) 鏡面研削、パンチ刃先キリアゲ可

テーブルスクロール500ｘ200

パンチ刃先キリアゲ可

テーブルスクロール500ｘ200

パンチ刃先キリアゲ可

テーブルスクロール500ｘ200

高精度ピッチ加工、鏡面精度仕上げ

パンチ刃先キリアゲ可

汎用研削盤 Okamoto PSG450AN 2台 テーブルスクロール450ｘ180

細線仕様(超精密形状に特化)

油仕様(高精度・高面精度)

100ｘ120ｘ100

MITSUBISHI DWC90SZ-P 1台 250x300

C&G systems EXCESS-HYBRIDⅡ ワイヤーカット用CAM

Draw+WC

高精度デジマチックマイクロメータ 世界初0.1μｍ領域での測定を実現

Mitutoyo MDH-25M

測定投影機　Mitutoyo 高精度測定専用機、演算装置搭載

PJ-H30D2010B-改　(特注仕様) 10～100倍

デジマイクロ(スタンド式) 0.1μ表示可能

Nikon MF-501

デジマイクロ(スタンド式) ±1.0μ

Nikon

デジマイクロ(手持ち式) ±1.0μ

Mitutoyo

工具顕微鏡 TOPCON TUM-220EH １台 10～200倍率

実態顕微鏡(LED照明付) Nikon SM-5 ５台 20～50倍率

WASINO MEISTER

1license

数台

６台

10数台

1台

2台

CADCAM・通信ソフト

測定機器

2台

3台WASINO GLS-135AS

2台

1台

2台Sodick EXC100

CNCプロファイル研削盤

CNC成型研削盤

ワイヤーカット放電加工機

TECNO WASINO MEISTER V3

黒田精工　GS-45FL 2台

2台


